
第４章 現在の施設の
水供給(確保)能力



第１節 降雨状況

１．年降水量の変遷

２．季別降水量の変遷









第２節 水供給（確保）能力

１．計算条件

２．現行施設での確保水量（計画値）

３．安定的に確保できる量（都市用水）

４．近年３０年間の確保可能量

５．年間降雨量と確保可能量の関係

６．取水実績と確保可能量の関係



• 琵琶湖総合開発後の琵琶湖運用を前提

• ダム等の施設は、現時点で完成しているもの

• 当時の気象条件で、安定的に確保（供給）できる
水量を算定

• 計算は、昭和４４年～平成１０年の３０年間

• 淀川下流の都市用水（上水＋工水）の確保量を
算定

• 維持流量は、先取り（確実に確保）

• 農業用水は、都市用水と同等の扱い

１．計算条件





２．現行施設での確保水量（計画値）

淀川下流域の都市用水（上水＋工水）の確保水量は、

９５．５４８ｍ３／ｓ

最小は、昭和５３～５４年で、 ６４．４１２ｍ３／ｓ
次は、昭和６１～６２年で、 ７１．６７９ｍ３／ｓ
昭和５９～６０年で、 ７２．２７８ｍ３／ｓ

平成 ６～ ７年で、 ７２．６５７ｍ３／ｓ

３０年間の内、１２年間は計画確保水量が確
保できない状況

３．安定的に確保できる量（都市用水）










